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第 103 回 全国図書館大会 東京大会 
第 13･14 分科会 
災害から図書館を守り救うために－人・施設・資料－ 
 
特別報告 
平成 28 年熊本地震における 
熊本大学附属図書館の対応について 

廣田桂（熊本大学教育研究支援部図書館課） 
 
１．はじめに 
 2016 年 4 月 14 日（木）21 時 26 分以降に相次いで発

生した「平成 28 年熊本地震」により，熊本大学附属図書

館では施設・設備・蔵書に被害を受けた。その状況と対

応について報告する。なお，被害と復旧作業の詳細は澤

田（2017）（１），川内野（2017）（２），笠ほか（2016）（３）

を参照されたい。 
 
２．熊本大学附属図書館の概要 
（１）熊本大学について 
 熊本大学は，熊本市内に 3 つのキャンパスを持つ 7 学

部・9 大学院・1 専攻科および 1 別科からなる国立の総

合大学である。約 10,000名の学部生・大学院生と約 2,600
名の教職員が在籍している。いずれのキャンパスも，震

源地である益城町からは直線距離で約 8～9km 離れてお

り，前震時に震度 5 強，本震時に震度 6 強を観測した。

熊本大学附属図書館は，次の 3 館で構成されている。 
 
（２）中央館 （8,884 ㎡，695 席） 
 黒髪キャンパス（文学部・法学部・教育学部・理学部・

工学部）に置かれ，1973 年に竣工した本館（地上 2 階・

地下 2 階）および 2006 年に増築した南棟（地上４階・

地下 2 階）とで構成されている。本館は，2013 年に耐震

補強と学修環境の充実を目的として全面的な改修工事を

実施した。 
 
（３）医学系分館（2,440 ㎡，226 席） 
 本荘・九品寺キャンパス（医学部・附属病院）に置か

れ，2009 年に竣工した医学教育図書棟（地上 6 階・地下

1 階）の地上 1・2 階と地下 1 階部分を医学系分館として

使用している。 
 
（４）薬学部分館（654 ㎡，58 席） 
 大江キャンパス（薬学部）に置かれ 1988 年に竣工し

た大学院実験研究棟（地上 3 階）の 1・2 階を薬学部分

館として使用している。 

３．地震発生前の防災対策 
 中央館では地震発生以前から「中央館危機管理マニュ

アル」を作成し，緊急時の対応，自然災害，病気・事故，

人的トラブル，犯罪，情報セキュリティ等の項目を設け，

常時改訂を行っている。大学全体では「熊本大学におけ

る大規模災害対応基本マニュアル」を作成している。そ

の他，度重なる台風の接近や平成 24 年 7 月九州北部豪

雨の経験などから，非常変災時の休講措置について全学

的な基準が制定されており，図書館も全学の基準に則っ

た申し合わせを作成し，非常変災時の開・閉館の判断と

連絡・広報体制について整備していた。 
 
４．前震発生後の対応 
 14 日（木）は業務委託職員 2 名による勤務体制で 22
時までの開館を予定しており，当時，館内には 100 名程

度の利用者がいた。前震発生時に，業務委託職員は利用

者に書架から離れるように声をかけながら館内を 2 度巡

回し，余震が収まったころを見計らって館外へ誘導した。

直ちに本学職員 3 名が中央館に参集し，地震時の対応と

館内の状況について確認した後，23 時頃に施錠した。医

学系分館・薬学部分館は事前登録をした学内者に 24 時

間入退館を可能とするサービスを実施しているが，地震

発生時に入館していた利用者はいなかった。 
 翌 15 日（金）は全館臨時休館とし，出勤可能な職員に

より建物の点検と落下資料の再配架を行った。16 日（土）

1 時 25 分に本震が発生したが，図書館は閉館しており人

的被害はなかった。 
 
５．被害状況 
（１）壁の亀裂・剥落 
 全ての図書館において壁に多数のひび割れが見られ，

医学系分館では，壁・柱・天井の剥落が 5 箇所，薬学部

分館では床面にもひび割れがあった。早期に大学施設部

による建物調査が実施され，構造上の問題がないことが

確認された。 
 
（２）資料の落下 
 中央館では約 70,000 冊，医学系分館では約 33,000 冊，

薬学部分館では約 7,000 冊の資料が落下した。前震発生

後に再配架した資料が本震により再び落下したこともあ

り，書架の上段に資料を戻す時期については迷いもあっ

たが，授業再開を見据えて 4 月末から作業を開始した。

一部の書架には，一棚ごとに紐をかけて資料の落下を防

止する措置をとった。落下の際の衝撃によって破損した

図書の一部は業者による再製本を行い，軽微なものは自



2 
 

館で修復した。 
 
（３）水損 
 医学系分館では 2 階及び地下書庫で漏水があり，資料

の一部が水損した。この他，工学部の研究室に配置して

いた研究用図書 182冊が配管からの漏水により水損した。

これらの水損資料は建物立入制限のため発見が遅れ，全

て廃棄した。薬学部分館では，3 階にある大学院研究室

の実験用水槽が破損し，2 階天井部分から閲覧席への漏

水があったが，資料への影響はなかった。 
 
（４）書架の歪み・倒壊 
 中央館では，壁面に固定していた書架の天つなぎ端の

ボルトが外れた箇所があったが転倒はしなかった。固定

書架の上から 2 段目までの棚には書籍落下防止バーを備

え付けており，落下が抑制されていたが，場所によって

は棚板ごと飛ばされていた箇所があった。 
 医学系分館では，本震の際に 1 階の固定書架 4 台が倒

壊した。書架には天つなぎをしていたが，床への固定が

不十分だったことが原因と指摘があった。倒壊した書架

は 5 月に解体・撤去し，12 月に新規書架を設置した。書

架の倒壊に加え，55 台の固定書架に歪みや傾斜が見られ

たことから，建物調査の際に「入室の際に注意」という

要注意判定を受けた。 
 なお，3 館の全てにおいて移動書架に歪みが見られ，

作動しなくなったものもあった。 
 
（５）ガラス 
 中央館正面玄関のガラス扉付近に設置していた展示用

書架が転倒していたが，ガラスへの衝突はなかった。現

在は，ガラス付近には転倒の可能性があるものを設置し

ないようにしている。この他，ガラス製の防煙垂れ壁の

接続部が欠け，床に細かく飛散していた。 
 
６．図書館サービス再開に向けて 
 5 月 9 日（月）の授業再開に先駆けて，中央館では 5
月 2 日（月）から書架のない 1 階ラーニングコモンズを

学生の自主学修の場として部分開放した。開館のための

チェックリストを作成し，学生サポートのため充電スポ

ットを提供し，新聞コーナーを移設した。授業再開後は，

書架のある場所についても復旧作業の進捗に応じて順次

開放した。 
 中央館では，学術雑誌を多数収蔵している地下書庫の

利用再開について多くの要望が寄せられ，準備の整った

5 月 23 日（月）に利用を再開した。医学系分館の地下書

庫は書架の修理が完了した 2017 年 4 月から利用を再開

した。 
 図書館ホームページでは，臨時休館，行事の中止，返

却期限日の変更，サービス再開について随時情報発信を

行った。地震発生直後は，県外へ一時避難している学生・

教職員へ向けた他大学図書館によるサービス提供につい

ての情報を取りまとめた。 
 
７．地震後の防災対策と今後の課題 
 前震発生時は本震発生時に比べて資料の落下が少なく，

避難経路が確保されていたため，混乱なく避難誘導を行

うことができた。しかし，本震発生後は資料の落下によ

り避難経路が塞がれた箇所があった。そこで避難経路確

保のため，メイン通路近くの棚に資料の滑り止めシート

を敷いた。 
 また，全ての図書館で各フロアに余震時の注意点につ

いて日本語・英語・ピクトグラムを併記した掲示を行い，

ヘルメットを配備，避難誘導のための保安灯を設置した。

地下書庫への入室に関しては，利用者の入退出管理に加

え，ホイッスルを渡すこととした。 
 今回の地震では人的被害がなかったが，利用者の多い

時間帯であったら，どうだったであろうか。今後，いつ

どのような災害が起こるかは分からない。様々な事態を

想定し，職員各々が常に危機管理意識を持ち，防災・減

災につなげられるような取り組みを図書館として継続し

たい。 
 なお，過去に災害を経験された全国各地の図書館関係

者の皆様からの助言や記録を参考とすること，また多く

の支援をいただいたことで地震からの復旧を進めること

ができた。この場を借りて感謝申し上げると共に，この

報告が今後の防災・減災の一助となれば幸いである。 
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